


ロール状の印刷済みラベルか、無地ロールへの社内印字か?運用・包装担当者のための判断ガイド

Details

結論から言うと: 同じデザインを長いロットで繰り返し使い、フルカラーやラミネートフィルム仕上げが必要で、変更もほとんどない場合は、コンバーターに印刷済みロールラベルを発注し
ます。SKUが多く、少量ずつ生産する場合や、ラベルの大半がロットコード、日付、重量、バーコードで占められる場合は、熱転写プリンターで無地ロールに社内印字します。食品・飲料・
パーソナルケアの多くのラインは両方を併用しています。ブランド面はコンバーター印刷のロールで用意し、可変データは社内でオーバープリントします。

この選択は「完成品のラベルを買うか、プリンターを買うか」という二択で語られがちですが、その捉え方では本当のコスト要因が見えなくなります。本ガイドでは、測定可能な五つの要
素(SKU数、ラベルのうち可変データが占める割合、デザイン版ごとのロット長、 貼付済み ラベル当たりの総コスト、各ルートでラインが止まる原因)で、二つのルートを比較します。色
を選ぶ担当者ではなく、充填・梱包のスケジュールを預かる方に向けた内容です。

ロールラベルの選択を誤りやすい理由
多くのチームは、コンバーターの単価見積もりを、無地ラベル一箱とリボンの費用と比べています。しかしこの比較では、高くつく三つの要素が抜け落ちます。陳腐化する在庫、プリンター
側の人件費、そしてライン停止による分単位のロスです。

陳腐化は、チームが最も見落としがちなコストです。医療用包装の分析者は、印刷済みラベルの在庫が倉庫に置かれたまま、 規制の更新、デザインの修正、製品の販売終了によって廃棄を余
儀なくされる[1]事態を指摘しています。食品ブランドは2026年に具体的な例を経験しました。カリフォルニア州のAB 660は、2026年7月1日以降に製造される食品に、標準化
された日付表記(「BEST if Used by」「USE by」)の使用を義務づけるとともに、 消費者向けの「sell by」表記を禁止しています[2]。固定デザインに従来の日付表記
を印刷していたロールは、カリフォルニア州向けの製品では廃棄品になりました。

ダウンタイムは、二つ目の見落とされがちなコストです。当社の調査で寄せられたバイヤーの苦情には、500枚のラベルが125枚ずつの四巻に分けて納品され、そのため貼付機を125
枚ごとに止めてロールを交換しなければならなかった、というものがあります。また、ラベルの端から粘着剤がはみ出し、約100枚ごとに貼付機を清掃する必要があった、という声もあり
ます。社内印字では、トラブルの形が異なります。プリントヘッドの摩耗、バッチの途中でのリボン切れ、オペレーターが誤ったテンプレートを読み込むといったケースです。どちらのルー
トにもリスクはあり、リスクの所在が違うだけです。

https://www.healthcarepackaging.com/leaders-new/labeling-marking-coding/article/22970531/the-label-nobody-counted-why-labeling-is-regulated-packagings-overlooked-sustainability-problem
https://www.healthcarepackaging.com/leaders-new/labeling-marking-coding/article/22970531/the-label-nobody-counted-why-labeling-is-regulated-packagings-overlooked-sustainability-problem
https://leginfo.legislature.ca.gov/faces/billCompareClient.xhtml?bill_id=202320240AB660&showamends=false


解決策は、判断を 項目ごと、SKUごとに行うことです。見積もりの比較ではなく、貼付済みラベル当たりのコストモデルを用います。
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印刷済みロールと無地ロール:それぞれのルートの意味
コンバーター印刷ロール (印刷ロールラベルとも呼ばれます)は、グラフィックが印刷された状態で届きます。コンバーターは、フレキソ印刷機またはデジタル印刷機でラベルを印刷し、多く
の場合ラミネートやニスを加え、型抜きをして、お客様の巻出し仕様に合わせてコアに巻き取ります。インキは印刷機の速度で硬化させるため、色再現、被覆性、耐擦傷性は、通常、卓上機
より優れています。その代わり、デザインを変更するたびに新たな製造ジョブになります。構造そのもの(表面材、粘着剤、ライナー)について知りたい場合は、当社の製品ページで 感圧式ロー
ルラベルの構造を解説しています。本ガイドでは、その内容は繰り返しません。

無地ロール は、グラフィックのない、同じ感圧式構造のラベルです。使用する現場で印字するもので、一般的な方式は三つあります。

熱転写: 加熱したプリントヘッドがリボンのインクを溶かしてラベルに転写します。耐久性があり、バーコードに十分な鮮明さがあり、樹脂リボンならフィルムにもよく密着しま
す。出力は通常1色です。
ダイレクトサーマル(感熱): 感熱紙がプリントヘッドの熱で発色するため、リボンは不要です。ただし画像は熱や光で退色するため、出荷ラベルには向きますが、棚に置かれるも
のには不向きです。
卓上カラーインクジェットロールプリンター: 小ロットでフルカラー印刷ができます。スループット、ラベル当たりのインクコスト、耐水性は、素材とコーティングに大きく左右
されます。

市場の状況は、判断の時期を考えるうえで重要です。Smithersの報告では、感圧式ラベルは 包装用ラベル市場の金額ベースで61.9%[3]を占めています。ラベル量に占めるデジタ
ル印刷のシェアは、7.0%(2024 to 11.3%)から2030へ上昇する見込みで、フレキソは依然として出力の40%超を占めています。コンバーターがデジタル対応の生産能
力を増やすにつれ、小ロットの印刷済みラベルは安くなっていきます。その結果、数年前に計算した損益分岐点も変わる可能性があります。

六つのステップで判断する方法
製品数ではなく、デザイン版の数を数える。 フレーバー×サイズ×市場×規制対応の組み合わせは、すべて別々の版です。6フレーバー、2サイズに加え、カリフォルニア州向1.
けの日付パネルが別にある製品ラインは、24版になります(6版ではありません)。印刷済みラベルの採算は、 版ごとの数量で決まります。.
すべてのラベルを固定項目と可変項目に分ける。 固定項目とは、ブランドのデザイン、成分表示パネル、色ベタ部分などです。可変項目は、ロットコード、日付、正味重量、価格、2.
シリアル番号、バーコードです。FDAの食品トレーサビリティ規則では、食品トレーサビリティリストに掲載された食品は、 主要な追跡イベントを通じてトレーサビリティ・
ロットコードを付ける必要があり、執行は2028年7月20日以降に延期されています[4]。このような項目は事前に印刷できないため、大半が可変データのラベルは社内印字に
向いています。
在庫の月数を、デザイン変更の周期と照らして測る。 ある版について発注する予定の数量を、その版の月間使用量で割ります。その在庫が、その版が通常デザイン変更されるまで3.
の期間より長くもつ場合、その差分は廃棄になる可能性が高くなります。これをコストとして計上してください。
貼付済みラベル当たりのコストモデルを作る。 下のボックスの計算式を使います。消耗品だけでなく、人件費とロスも含めてください。4.
ダウンタイムのリスクを評価する。 停止一時間当たりのコストを見積もり、ルートごとに想定される停止回数(ライン停止の節を参照)を掛け、その結果をモデルに加えます。5.
確定する前に試験運用する。 同じSKUで、コンバーターの短いジョブと社内印字のバッチをそれぞれ実施します。どちらも実際の容器に貼付し、少なくとも48時間置いた後6.
に、ラベルの端、擦れ、コードの読み取りやすさを確認します。粘着力は時間とともに強まるため、当日の確認では判断を誤ることがあります。

貼付済みラベル当たりのコスト =(ラベルまたは無地ロールの費用+リボン/インク+印字作業の人件費+設備の償却費+段取り替え時間+廃棄ラベル+陳腐化在庫+ダウンタイムの
コスト)÷ 販売可能な包装に到達したラベル数。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-pressure-sensitive-roll-labels.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-pressure-sensitive-roll-labels.html
https://www.smithers.com/resources/2025/may/significant-growth-for-printed-packaging-labels
https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-final-rule-requirements-additional-traceability-records-certain-foods
https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-final-rule-requirements-additional-traceability-records-certain-foods


モデルはデザイン版ごとに個別に計算してください。コンバーターの価格を検討する際は、版ごとの実際の年間数量で見積もりを依頼します。簡易見積もりフォームに入る数量は、入力値と
して適切でないことがほとんどです。

ロール状の印刷済みラベルが有利な場合、有利でない場合

比較項目 コンバーター印刷ロール向き 社内印字(無地ロール)向き ハイブリッド向き
SKU/デザイン
版 版数が少なく、各版の数量が安定している 版数が多い、新製品の投入が頻繁、または季節限定版がある 版をまたいで共通のベースデザインを使い、版ごと

の違いはオーバープリントする
可変データの割合 ほとんどない、またはゼロ(ブランド面のみ) ラベルの大半がロット、日付、重量、価格、シリアルのデータ 固定のブランドデザインに、小さな可変データ欄
版ごとのロット長 長く、需要予測が安定している 短い、不定期、または受注生産 ベースは長いロット、可変分は短いバッチ

色と仕上げ フルカラー、特色、メタリック、ラミネート 1色の文字とバーコード(熱転写)、基本的なカラー(インク
ジェット) 高品位なベース印刷+モノクロのコード

耐久性 硬化インキとラミネートで、擦れ、油、結露に強
い

フィルム上の樹脂リボン熱転写は耐久性が高いが、ダイレクト
サーマルは棚での耐久性がない リボンとトップコートの相性次第

設備と人手 購入するプリンターはなし。入荷、保管、セット
のみ

プリンター、予備のプリントヘッド、リボン、オペレーターの
作業時間

ラインごとにプリンター一台。ただしラベル当たり
の印字時間は短い

陳腐化リスク 在庫の途中でデザインや規制が変わると高い 低い:無地ロールは汎用品 中程度:陳腐化するのはベースデザインのみ

主な不具合 ロールの分割、巻出し方向の誤り、粘着剤のはみ
出し、納期遅れ

プリントヘッドの摩耗、リボンの不適合、テンプレートの誤り、
コードの退色

リボンがトップコートに合わないと、印字がこすれ
てにじむ

表の読み方の目安:ある版について「コンバーター」と答える行が四行以上あれば、その版は印刷済みで購入します。可変データと版数の両方が社内印字を指す場合は、数量が安定するまでそ
のSKUは無地ロールのままにします。結果が分かれる場合の多くは、次に説明するハイブリッド方式が適しています。

どちらのルートにも当てはまる技術面の確認が二つあります。一つ目は粘着剤です。印刷済みで買っても無地で買っても、問題は同じです。食品包装では、サプライヤーは通常、 食品包装に
使われる粘着剤を規定する21 CFR 175.105[5]を根拠に挙げます。この規則が対象とするのは、定められた間接接触の条件下での粘着剤です。ラベル全体を認証するものではなく、
食品への直接貼付も対象外です。二つ目は、サプライヤーがラベルを「剥離試験済み」と説明した場合に、どの試験方法を使ったかを確認することです。 ASTM D3330は感圧テー
プの剥離粘着力を測定する規格で[6]、その本文にも、剥離値は実使用時の性能に直接は結びつかないと記されています。 FINAT FTM 1は、ラベルを対象に180°の剥離を300
mm/minで測定し、[7] より長い放置時間も認めています。二つの方法の結果は、直接比較できません。

https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-175/subpart-B
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-175/subpart-B
https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd3330d3330m042025
https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd3330d3330m042025
https://www.finat.com/knowledge/finat-test-methods
https://www.finat.com/knowledge/finat-test-methods


ハイブリッド方式:コンバーター印刷ロール+社内オーバープリント
食品、コーヒー、サプリメント、パーソナルケアの各ラインで最も一般的なのは、あえて空白ゾーンを設けた印刷済みロールラベルを購入し、ロット、日付、価格のデータはライン上で熱転
写プリンターにより印字する方法です。実務担当者によれば、この方法なら棚での見栄えに耐えるブランド表現を保ちつつ、可変データの柔軟性も確保できます。また、陳腐化の対象はブラ
ンドデザインだけに限られ、日付やコンプライアンス表記よりはるかに変更頻度が低くなります。

ハイブリッド方式を正しく運用するには、最初の印刷の前に、コンバーターと三つの仕様について合意しておく必要があります。

印字を受け付けるウィンドウ。 ラミネートや厚くニスを引いたフィルムは、ワックスリボンやワックス・レジンリボンをはじくことがあります。可変データ欄にはニスを引かない
か、レジンリボンがトップコートに密着することを確認してください。承認前に、テープ剥離試験とアルコール拭き取り試験で確かめます。
プリントヘッドに対するウィンドウの位置。 ラベルが通過する際にプリンターが印字する位置と、空白ゾーンが一致している必要があります。コンバーターには、ラベルサイズだ
けでなく、お使いのプリンターの印字エリアのオフセットも伝えてください。
社内でコードを印字する場合のバーコード品質。 小売・物流用のバーコードは GS1 General Specifications(Release 26.0、2026年一月)[8]

に従います。リニアコードの印字品質は ISO/IEC 15416:2025[9]に基づいて等級付けされます。業界のガイドでは、小売の最低ラインとしてグレードC(2.0)が
挙げられるのが一般的ですが、お使いのシンボルに必要な要件はGS1の表で確認してください。毎シフトの開始時にコードを検証してください。プリントヘッドの摩耗は、まず
バーのかすれとして現れるためです。

社内で可変データを印字するチームは、ライナーの削減も検討できます。ライナーレスラベルは、 世界の感圧式ラベル量の約6%(2025年)[10]を占め、成長率は一桁台後半です。対応
するプリンターが必要なため、ラベルの切り替えではなく設備の選定として扱ってください。

ルート別のライン停止リスク
ダウンタイムは二つのルートの差が最も大きい点であり、見積もりにはほとんど現れません。ルートごとに故障モードを洗い出し、それぞれに担当者を割り当ててください。

https://www.gs1.org/standards/barcodes-epcrfid-id-keys/gs1-general-specifications
http://committee.iso.org/standard/83390.html
https://www.labelandnarrowweb.com/linerless-labels/


コンバーター印刷ロールは、受け渡しの段階でつまずきます。 よくある問題は、巻出し方向の誤り、貼付機に合わないコアや外径、小さなロールへの分割納品、型抜きした端面への粘着剤の
染み出しです。これらの大半は、ロール仕様書を書面で用意すれば防げます。当社の製品ページでは、 初日から問題なく稼働するロールの仕様の決め方を取り上げているため、チェックリス
トはここでは繰り返しません。粘着剤のはみ出しは配合の問題です。 2023 PSTC年のPSTC技術論文は、ラボでの静的せん断が約1,000分(1 in × 1 in × 1 kg)
を下回ることを、ダイやローラーに堆積が生じる警告サインとしています[11]。この点をコンバーターに問い合わせるのは妥当です。納期もリスクです。安全在庫は、プルーフ承認にかかる時
間を含め、現実的に最も長い再発注サイクルをカバーできる量にしてください。

社内印字は、運用中につまずきます。 プリントヘッドが摩耗してドット抜けが起こり、まずバーコードが損なわれます。リボンがラベルロールより短いと、ロールの途中で余計な交換が必要
になります。オペレーターが誤ったテンプレートや日付形式を選ぶこともあり、これは見た目の問題ではなくコンプライアンス上の誤りです。対策は、リボンの長さをラベル枚数に合わせる
こと、オペレーターが入力せずリストから選ぶようテンプレートをロックすること、各ラインに予備のプリントヘッドを用意することです。棚に置かれるものや熱源の近くに置かれるものに
は、ダイレクトサーマル用の素材を絶対に使わないでください。

有効な方法として、自社の記録をもとに、ルートごとにラベル10,000枚当たりの停止回数を見積もり、停止一時間当たりのコストを掛けて、その金額を貼付済みラベル当たりのコストモ
デルに加えます。見積もりが安いルートも、ダウンタイムを計上すると不利になることがよくあります。

FAQ
FAQ:印刷済みロールラベルにロットコードや日付を追加できますか?

はい。コンバーターにニスなしの(印字を受け付ける)ウィンドウを残すよう依頼し、お使いの熱転写リボンが密着することを確認してください。初回の量産を承認する前に、テープ剥離試験
とアルコール拭き取り試験を行ってください。

FAQ:社内でロールラベルを印字する場合、熱転写とダイレクトサーマルのどちらを使うべきですか?
小売の棚に並ぶもの、コールドチェーン、光にさらされるものには熱転写を使ってください。ダイレクトサーマルの画像は熱や光で退色するため、短寿命の出荷・物流ラベルには向きますが、
製品ラベルには向きません。

FAQ:卓上カラーロールプリンターは、コンバーター印刷の代わりになりますか?

ごく少量の生産、試作、頻繁な季節限定版には使えます。長いロットでは、実際の容器でのラベル当たりのインクコスト、印字速度、耐水性を、版ごとの実数量に基づくコンバーターの見積
もりと比較してください。

FAQ:何SKUからなら社内印字が割に合いますか?

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-pressure-sensitive-roll-labels.html
https://pstc.org/wp-content/uploads/2023/05/Identifying-the-Right-Pressure-Sensitive-Adhesive-for-Filmic-Applications-vfinal-Submitted.pdf
https://pstc.org/wp-content/uploads/2023/05/Identifying-the-Right-Pressure-Sensitive-Adhesive-for-Filmic-Applications-vfinal-Submitted.pdf


万能の基準値はありません。重要なのは、デザイン版ごとの数量と、各版の変更頻度です。発注した在庫が通常のデザインの寿命より長くもつなら、陳腐化コストだけでも、無地ロールかハ
イブリッド方式が有利になることが多くあります。

FAQ:社内印字にするとコンプライアンス対応は楽になりますか?

変更は速くなります。たとえば、カリフォルニア州のAB 660に合わせて日付表記を切り替える場合です。一方で、テンプレート管理、バーコード検証、粘着剤の適合性に対する責任を
自社チームが負うことになります。コンバーターに任せれば、これらを分担してもらえます。

FAQ:印刷済みロールの最小発注数量とリードタイムはどのくらいですか?

サイズ、素材、仕上げ、ロール仕様によって異なります。実際の案件に即した数字になるよう、デザイン版ごとの年間数量と貼付機の情報を添えて見積もりを依頼してください。

重要ポイント
小ロットの印刷済みラベルは安くなってきているため、以前の損益分岐点の計算を見直しましょう。 ラベル量に占めるデジタル印刷のシェアは、7.0%(2024年)か
ら11.3%(2030年)へ上昇する見込みです(出典)
規制上の表記変更により、印刷済みの在庫が廃棄品になることがあります。 カリフォルニア州の標準化された日付表記は、2026年7月1日以降に製造される食品に適用され
ます(出典)
トレーサビリティコードは可変データなので、社内での印字工程を計画してください。 FDAによる食品トレーサビリティ規則の執行は、2028年7月20日以降まで延期さ
れています(出典)
社内で印字するバーコードは、セットアップ時の一度きりではなく、定期的な検証が必要です。 印字品質はISO/IEC 15416:2025に基づいて等級付けされます(出
典)
粘着剤のはみ出しを抑えるため、コンバーターに粘着剤のせん断特性を確認してください。 PSTCの論文は、静的せん断が約1,000分を下回ることを警告サインとしています
(出典)
どちらのルートを選んでも、感圧式が引き続き主流のラベル形式です。 金額ベースで、包装用ラベル市場の61.9%を占めています(出典)

まとめ
この判断は、会社単位では行わないでください。デザイン版ごとに行い、在庫の廃棄損とダウンタイムを含めた貼付済みラベル当たりのコストで評価します。安定していて数量が多く、フル
カラーのデザインは、コンバーター印刷ロールが向いています。変動が大きく、可変データが多く、小ロットのSKUは、無地ロールが向いています。その中間は、ハイブリッド方式の候補
です。分析の結果がコンバーター印刷ロールを指す場合は、容器、貼付機の情報、版ごとの数量をお送りください。次の内容でお見積もりします: お客様のラインに合わせて仕様を定めたカ
スタムロールラベル.
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